
人権問題で全農グループ総務・
人事関連講演会（総務人事部）

東京・六本木の洋菓子店で
福岡県産果実・野菜メニュー（福岡県本部）

秋田県で農業者向け青空講習会開催
（営農・技術センター）

初代「青森いきいきやさいレディ」活躍
（青森県本部）

駅ビル運営会社と連携し地域振興・
農業支援（兵庫県本部）

カット野菜推進へ４社と協定（岡山県本部）

「農協たまご」「農協ヨーグルト」を発売
（営業開発部・酪農部・JA全農たまご㈱・協同乳業㈱）

「防疫マニュアル」の重要ポイント㊦
（畜産生産部）

ラジオ番組「農泊しようよ！」 
10月5日放送スタート（くらし支援事業部）

10月2日から「四季彩キッチン」が
近畿地区でも放送開始（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ紀南（和歌山県）

資
源
循
環
型
ブ
ラ
ン
ド

　
　「３
│
Ｒ（
さ
ん
あ
ー
る
）」立
ち
上
げ（
広
島
県
本
部
）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

82

3

6

7

5

「やさいの日」に全農本所、各県本部がイベント（４面）

各地で「やさいの日」イベント
国産野菜の消費拡大に向けＰＲ（園芸部、広報・調査部、各県本部）

4
面

Web
限定 卓球・アジア選手権 日本産米でサポート

（広報・調査部）

長澤会長が豪雨・台風の被災地を訪問
（広報・調査部）

全国小学生一輪車大会でお米をＰＲ
（広報・調査部）

ベネッセとの新たな取り組み
（広報・調査部）

広
島
県
本
部
の
直
売
所「
と
れ
た
て

元
気
市
」で
資
源
循
環
型
ブ
ラ
ン
ド

「
３
│
Ｒ
」の
商
品
を
販
売（
２
面
）

東
京
・六
本
木
の
洋
菓
子
店
で
提
供

し
て
い
る
福
岡
い
ち
じ
く
を
使
っ
た

「
い
ち
じ
く
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
パ
イ
パ
ル

フ
ェ
」（
３
面
）
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News!

News!

全農グループ総務・人事関連講演会を開催

資源循環型ブランド「３─Ｒ」立ち上げ

ライン長らが反社会的勢力に対する対応・人権問題へ理解深める

地域の環境を守り、地域の魅力を未来に伝える

総務人事部

広島県本部

　
全
農
は
8
月
29
日
、東
京
・
大
手
町
の
J
A
ビ
ル
で「
全
農
グ
ル
ー

プ
総
務
・
人
事
関
連
講
演
会
」を
開
き
、本
所
各
部
の
ラ
イ
ン
長
、子
会

社
の
人
事
担
当
部
長
を
は
じ
め
、T
V
回
線
を
通
し
て
各
事
業
所
・
所

場
・
県
本
部
の
ラ
イ
ン
長
ら
約
3
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
広
島
県
本
部
は
8
月
31
日
、地
域
の
魅
力
を
未
来
に
伝
え
る
た
め
耕

畜
連
携
を
軸
と
し
た
資
源
循
環
型
ブ
ラ
ン
ド「
3
─
R
」（
さ
ん
あ
ー
る
）

の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
第
1
部
の「
反
社
会
的
勢
力

に
対
す
る
対
応
研
修
会
」で
は
、

暴
力
団
追
放
運
動
推
進
都
民
セ

ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
迎
え
、
反

社
会
的
勢
力
と
の
関
係
を
排
除

　
「
3
─
R
」は
、畜
産
業
で
生
ま

れ
た
堆
肥
を
農
作
物
や
飼
料
用

作
物
を
栽
培
す
る
肥
料
と
し
て

再
利
用（
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
）す

る
資
源（
リ
ソ
ー
ス
）循
環
型
農

業
か
ら
生
産
さ
れ
た
農
畜
産
物

や
加
工
品
で
、
広
島
県
本
部
が

認
定
し
ま
す
。
こ
の
活
動
を
繰

り
返
す（
リ
ピ
ー
ト
）こ
と
で
地

域
の
環
境
保
全
に
つ
な
げ
ま
す
。

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
2
部
の「
人
権
・
同
和
に

関
す
る
講
演
会
」で
は
、講
師
の

部
落
解
放
同
盟
中
央
執
行
委
員

長
の
組
坂
繁
之
氏
か

ら
、「
私
の
歩
ん
だ
道

―
こ
れ
か
ら
の
部
落
解

放
運
動
を
考
え
る
―
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、自

ら
の
体
験
を
踏
ま
え
た

話
も
交
え
な
が
ら
、部

落
解
放
運
動
の
取
り
組

み
や
、人
権
を
め
ぐ
る

国
内
外
の
動
向
、差
別

撤
廃
へ
の
課
題
に
つ
い

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
出
席
者
は
講
演
を
通

じ
て
反
社
会
的
勢
力
に

対
す
る
対
応
と
、人
権

や
差
別
の
問
題
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
「
3
─
R
」は
国
連
が
定
め

る「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）」に
も
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
取
り
組
み
の

拡
大
で
持
続
可
能
な
広
島
県
農

業
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
3
─
R
」は
県
内
の
J
A
な

ど
の
商
品
も
ブ
ラ
ン
ド
認
定
で

き
ま
す
。今
後
は
さ
ら
に
商
品
を

充
実
さ
せ
、
広
島
県
産
農
畜
産

物
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
た
話
も
交
え
な
が
ら

人
権
・
同
和
に
つ
い
て
講
演
す
る
組
坂
氏

広
島
県
本
部
の
直
売
所「
と
れ
た
て
元
気

市
」で
販
売
す
る「
３
─
Ｒ
」ブ
ラ
ン
ド
商
品

３
─
Ｒ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
ブ
ラ
ン
ド

コ
ン
セ
プ
ト

「３－Ｒ」
ブランドサイト
はこちら
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News!

News!

東京・六本木の洋菓子店で県産果実・野菜メニュー

秋田県で農業者向け青空講習会を開催

旬の「福岡・博多ブランド」を発信

土壌断面を観察し土壌の大切さなど共有

福岡県本部

営農・技術センター

　
東
京
・
六
本
木
の
洋
菓
子
店「
ア
マ
ン
ド 

六
本
木
店
」で
9
月
13
日

か
ら
来
年
2
月
末
ま
で
、福
岡
県
産
の
旬
の
果
実
、野
菜
を
使
用
し
た

メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
農
は
J
A
全
青
協
、4
H
ク
ラ
ブ
と
生
産
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
8
月
28
日
、J
A
秋
田
な
ま
は
げ
青
年
部
の

安
田
淳
一
部
長
の
圃ほ
じ
ょ
う場（
秋
田
県
潟
上
市
）で
地
元
農
業
者
・
J
A
職

員
24
人
を
対
象
に
青
空
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ア
マ
ン
ド 

六
本
木
店
」は
、

キ
ー
コ
ー
ヒ
ー
㈱
の
グ
ル
ー
プ

会
社
で
あ
る
ア
マ
ン
ド
㈱
が
運

営
す
る
洋
菓
子
店
で
す
。
喫
茶

を
併
設
し
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
さ
れ
る
食
材
は
福
岡
い

ち
じ
く
、福
岡
み
か
ん
、サ
ラ
ダ

菜
、福
岡
か
き
、博
多
万
能
ね
ぎ
、

博
多
あ
ま
お
う
、福
岡
キ
ウ
イ
、

　
青
空
講
習
会
は
、
作
物
を
栽

培
し
て
い
る
圃
場
の
土
壌
断
面

を
観
察
し
な
が
ら
土
壌
の
大
切

さ
や
生
産
性
向
上
に
必
要
な
こ

と
を
農
業
者
・
J
A
グ
ル
ー
プ

職
員
が
共
有
し
合
う
場
で
す
。一

昨
年（
埼
玉
県
川
越
市
）、昨
年

（
岡
山
県
備
前
市
）に
引
き
続
き

3
回
目
の
開
催
で
す
。

　
土
壌
断
面
に
つ
い
て
、
講
師

の
金
子
文
宜
氏（
元
全
農
技
術

主
管
）は
、「
深
耕
で
作
土
を
深

く
し
、
有
機
物
を
補
給
し
て
団

博
多
の
ト
マ
ト
な
ど
福
岡
県
を

代
表
す
る
農
産
物
8
品
目
で

す
。（
実
施
時
期
は
品
目
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
）。ま
た
、ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
時
期

に
は
特
別
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
ま
す
。

　
福
岡
県
本
部
は
、
ア
マ
ン
ド

㈱
と
共
同
で
、
福
岡
県
産
農
産

物「
福
岡
・
博
多
ブ
ラ
ン
ド
」

の
魅
力
を
観
光
客
や
訪
日
外
国

人
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
ま

す
。

粒
構
造
を
作
る
こ
と
が
生
産
性

向
上
に
つ
な
が
る
」と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。講
習
会
後
に
参
加
者
か

ら「
自
分
の
圃
場
も
同
様
に
調

べ
て
土
壌
改
良
に
取
り
組
み
た

い
」「
青
年
部
と
J
A
で
ま
た
講

習
会
を
行
い
た
い
」な
ど
の
声
が

あ
り
、
こ
の
講
習
会
が
農
業
者

自
ら
の
意
識
改
革
の
場
と
な
り

ま
し
た
。今
後
も
こ
の
よ
う
な
講

習
会
を
水
平
展
開
し
、
農
業
者

の
自
発
的
な
施
肥
改
善
を
支
援

し
ま
す
。

　
全
農
は
、
土
壌
診
断
を
活
用

し
た
施
肥
改
善
を
農
業
者
と
と

も
に
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

手
取
り
最
大
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

東
京
・
六
本
木
の
繁
華
街
の
中
心
地
に

あ
る「
ア
マ
ン
ド 

六
本
木
店
」

福
岡
い
ち
じ
く
を
使
っ
た「
い
ち
じ
く
の

ナ
ポ
レ
オ
ン
パ
イ
パ
ル
フ
ェ
」（
提
供
は
10

月
末
ま
で
）

安
田
部
長
の
ネ
ギ
栽
培
圃
場
で

土
壌
断
面
を
観
察
す
る
参
加
者

安
田
部
長
の
ネ
ギ
栽
培
圃
場
の

土
壌
断
面
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　全農は8月31日の「やさいの日」を中心に、
国産野菜の消費拡大の取り組みを全国各地で
展開しました。

通
勤
・
通
学
客
ら
に
ジ
ャ
ガ
イ

モ
と
タ
マ
ネ
ギ
を
配
布
す
る
富

山
県
本
部
職
員
（
富
山
市
で
）

ト
マ
ト
の
試
食
販
売
を
行
う
広

島
県
本
部
職
員
（
広
島
市
で
）

来
場
者
に
販
促
品
を
配
布
す

る
山
梨
フ
ル
ー
ツ
レ
デ
ィ
ー（
甲

府
市
で
）

白
ね
ぎ
の
天
ぷ
ら
を
試
食
宣
伝

す
る
生
産
者
ら

野
菜
の
試
食
提
供
を
行
う
大

学
生
（
Ｊ
Ａ
大
津
松
茂
の
直
売

所
で
）

国産野菜の消費拡大に
向けＰＲ

　山梨県本部は県、県中央会、県農畜
産物販売強化対策協議会と連携し8月
31日、甲府市内で行われたサッカー J
リーグの試合に合わせ、山梨フルーツレ
ディーによる販促品の配布など行いま
した。� 【山梨県本部】

　鳥取県本部はJAグループ鳥取の取り
組みとして8月31日、県内JAの直売所
3会場で、白ねぎの天ぷら、鳥取県特産
の長芋「ねばりっこ」などの試食宣伝を
行いました。� 【鳥取県本部】

　徳島県本部は8月31日、県や県内団体と
ともに北島町のショッピングセンターで、
レシピやうちわなどを配布しました。また、
徳島大学のインターンシップの一環として
JA大津松茂の直売所で、大学生が野菜の試
食提供を行いました。� 【徳島県本部】

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
に
合
わ
せ

販
促
品
配
布

鳥
取
県
内
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
で

特
産
品
を
試
食
宣
伝

徳
島
大
学
生
が

野
菜
の
試
食
提
供
も

　富山県本部と県野菜出荷組合協議会は
8月30日、富山市の富山駅構内で、JAが
主体となって生産振興に取り組む「1億
円産地づくり事業」の品目であるジャガ
イモとタマネギのセットを配布しまし
た。� 【富山県本部】

　広島県本部は8月31日、広島市の直
営産直市「とれたて元気市 広島店」で4
種類の夏秋トマトの試食販売を行いまし
た。カットトマトとトマトジュースの試
食を用意しPRしました。�【広島県本部】

「
１
億
円
産
地
づ
く
り
事
業
」

ア
ピ
ー
ル

４
種
の
夏
秋
ト
マ
ト
を

試
食
販
売

　全農は全中とともに8月28 〜 31日、
東京・新宿高島屋で野菜の収穫体験な
ど親子で楽しめる企画を行いました。31
日には全農が提供するラジオ番組「JA
全農　COUNTDOWN JAPAN」の公開
生放送を行い、ゲストのZeebraさんを
交えた野菜トークは人気を集めました。
　東京・二子玉川の蔦屋家電では8月31
日、9月1日、シャープ㈱と共催で同社の調
理家電を使用した国産野菜の調理実演・試
食を行いました。   【園芸部、広報・調査部】

野
菜
の
収
穫
体
験
に
参

加
し
、
シ
メ
ジ
を
収
穫

す
る
親
子
連
れ（
東
京
・

新
宿
高
島
屋
で
）

ラ
ジ
オ
番
組
「
Ｊ
Ａ
全

農 

Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」の
公
開
生

放
送
で
野
菜
ト
ー
ク（
東

京
・
新
宿
高
島
屋
で
）

ラ
ジ
オ
の
公
開
放
送
や
国
産
野
菜
の

調
理
実
演・試
食　
東
京・新
宿
高
島
屋
、二
子
玉
川  

蔦
屋
家
電

各地で「やさいの日」イベント各地で「やさいの日」イベント
JA

 Z
ennoh W

eekly

特　

  

集
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News!

News!

News!

カット野菜推進へ４社と協定

初代「青森いきいきやさいレディ」が活躍

駅ビル運営会社と連携し地域振興・農業支援

県産野菜の消費拡大と生産者の所得増大目指す

青森県産野菜・花きを広くＰＲ

イベントで県産農畜産物の販売など取り組む

岡山県本部

青森県本部

兵庫県本部

　
岡
山
県
本
部
は
8
月
28
日
、カ
ッ
ト
野

菜
を
製
造
販
売
す
る
4
社
と「
1
0
0
%

岡
山
県
産
カ
ッ
ト
野
菜
の
推
進
に
関
わ

る
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
青
森
県
本
部
は
今
年
度
、
初
と
な
る

「
青
森
い
き
い
き
や
さ
い
レ
デ
ィ
」を
決

め
、県
内
外
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
販
売
促

進
活
動
で
、
県
産
野
菜
・
花
き
を
広
く

P
R
し
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
グ

ル
ー
プ
会
社
で
、
駅
ビ
ル
の
運
営
な
ど

を
行
う
神
戸
Ｓ
Ｃ
開
発
㈱
と
、
地
域
振

興
・
農
業
支
援
・
鉄
道
沿
線
地
域
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。

　
カ
ッ
ト
野
菜
の
需
要
が
伸
び
る
中
、県

産
野
菜
の
消
費
拡
大
と
生
産
者
の
所
得

増
大
を
目
指
し
ま
す
。同
日
、協
定
締
結

を
記
念
し
、女
子
大
学
生
に
よ
る「
晴
れ

映
え
サ
ラ
ダ
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
き
ま
し

た
。大
賞
に
選
ば
れ
た
サ
ラ
ダ
は
、8
月

31
日
の
や
さ
い
の
日
に
県
内
の
量
販
店

で
販
売
し
ま
し
た
。

　
8
月
31
日
の
や
さ
い
の
日
に
青
森

市
内
で
開
い
た「
や
さ
い
フ
ェ
ス
2 

0

1 

9
」で
は
、
県
産
野
菜
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー「
ト
マ
ト
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」

や「
き
ゅ
う
り
ジ
ャ
ム
の
ソ
ー
ダ
」な
ど

の
試
食
を
勧
め
る
と
と
も
に
、ク
イ
ズ
大

会
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
第
1
弾
と
し
て
、
8
月
31
日
の
や
さ

い
の
日
に
、
神
戸
S
C
開
発
が
運
営
す

る
姫
路
駅
前
の
商
業
施
設「
ピ
オ
レ
姫

路
」に
お
い
て
、J
A
兵
庫
西
と
地
元
野

菜
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
や
食
育
ソ
ム

リ
エ
に
よ
る
野
菜
の
魅
力
を
伝
え
る
講

演
会
を
開
き
ま
し
た
。

協
定
書
を
締
結
し
た
各
社
の
代
表
者
ら

試
食
を
勧
め
る「
青
森
い
き
い
き
や
さ
い
レ
デ
ィ
」

地
元
野
菜
の
ジ
ャ
ン
ボ
ピ
ー
マ
ン
や
イ
チ
ジ
ク

な
ど
を
販
売
し
た
マ
ル
シ
ェ
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『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

　本州最南端のＪＡ紀南。温暖な気候に恵まれ、多くのかんきつを栽
培しています。
　紀南みかん「天」は、「こだわりグループ」で生産されているＪＡ紀南
ブランドの温州みかんで、早い時期からマルチ被覆をし、高糖度のみ
かんの生産に取り組んでいます。味は常にトップクラスを目指して、出
荷時には糖酸度センサーを使用し、高いレベルでの味の統一に努め
ています。天みかんは年末にかけて「木熟みかん天」へ移り、甘味が増
してきます。
　ＪＡ紀南では梅の生産も盛んで、５～６月には青梅（小梅・南高梅）
も出荷しており、人気のピンク色のパープルクイーン（小梅）はＪＡ紀南
オリジナル商品です。この他にも自社工場で製造した梅干しや、その
他の加工品もそろえていますので、ぜひこの機会に、ＪＡ紀南の商品
をご賞味下さいませ。

紀南みかん「天」（Sサイズ） 5kg 
<10月上旬発送> ……4500円

ＪＡ紀南（和歌山県）

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

JAタウンは
こちらから

てん

パーソナリティーが実体験し、農泊の良さ紹介
ラジオ番組「農泊しようよ！」

全農が提供するラジオ番組「農泊しようよ！」が、関東地区で10月5日から放送を開始します。　　【くらし支援事業部】

１. 番 組 名：農泊しようよ！
２. 放 送 局：TOKYO FM

３. 放送日時：毎週土曜日 午前９：５５～１０：００
４．パーソナリティー：川瀬良子

フジテレビ（関東地区） 
　毎週月曜21：54～22：00
ＢＳフジ
　毎週水曜22：55～23：00
関西テレビ（近畿地区）
　毎週水曜21：54～22：00

番組の概要

10月2日（水）から
「四季彩キッチン」が近畿地区でも放送開始【広報・調査部】

　「農泊しようよ！」は、農泊を知っても
らう、興味を持ってもらうための番組で
す。農泊とは、農山漁村で日本ならで
はの伝統的な生活体験や地元の
人 と々の交流を楽しむことができる滞
在型旅行のことで、その良さを「泊まる」
「楽しむ」「味わう」といった切り口で紹
介していきます。
　番組では、パーソナリティーの川瀬
良子さんが各地の農泊を実体験し、
感じたこと（「旅行」との違い、「農泊」
の良さなど）をレポートしていきます。ま

た、農泊の魅力を語れるゲストに出演
いただき、農泊の多面的な楽しみ方

や各地の取り組みなどを紹介し、農泊
を盛り上げていきます。

10月5日 TOKYO FMで放送スタート

※関東ローカルでの放送ですが、スマートフォン
アプリ「WIZ RADIO」を使えば、全国どこから
でも聞くことができます(無料)。

パーソナリティーの
川瀬良子さん

ダウンロードはこちらから

　ＪＡグループ全国４連は、関東地区とＢＳ放送
でテレビ番組「四季彩キッチン」を提供中です
が、10月から近畿地区でも放送が始まります。

放送日時

　番組では、林修先生が“旬の食材”を入り口
に日本の農業の“いま”を紹介します。ぜひご覧
ください。

※10/2から

人権問題で全農グループ総務・
人事関連講演会（総務人事部）

東京・六本木の洋菓子店で
福岡県産果実・野菜メニュー（福岡県本部）

秋田県で農業者向け青空講習会開催
（営農・技術センター）

初代「青森いきいきやさいレディ」活躍
（青森県本部）

駅ビル運営会社と連携し地域振興・
農業支援（兵庫県本部）

カット野菜推進へ４社と協定（岡山県本部）

「農協たまご」「農協ヨーグルト」を発売
（営業開発部・酪農部・JA全農たまご㈱・協同乳業㈱）

「防疫マニュアル」の重要ポイント㊦
（畜産生産部）

ラジオ番組「農泊しようよ！」 
10月5日放送スタート（くらし支援事業部）

10月2日から「四季彩キッチン」が
近畿地区でも放送開始（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ紀南（和歌山県）

資
源
循
環
型
ブ
ラ
ン
ド

　
　「３
│
Ｒ（
さ
ん
あ
ー
る
）」立
ち
上
げ（
広
島
県
本
部
）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

82

3

6

7

5

「やさいの日」に全農本所、各県本部がイベント（４面）

各地で「やさいの日」イベント
国産野菜の消費拡大に向けＰＲ（園芸部、広報・調査部、各県本部）

4
面

Web
限定 卓球・アジア選手権 日本産米でサポート

（広報・調査部）

長澤会長が豪雨・台風の被災地を訪問
（広報・調査部）

全国小学生一輪車大会でお米をＰＲ
（広報・調査部）

ベネッセとの新たな取り組み
（広報・調査部）

広
島
県
本
部
の
直
売
所「
と
れ
た
て

元
気
市
」で
資
源
循
環
型
ブ
ラ
ン
ド

「
３
│
Ｒ
」の
商
品
を
販
売（
２
面
）

東
京
・六
本
木
の
洋
菓
子
店
で
提
供

し
て
い
る
福
岡
い
ち
じ
く
を
使
っ
た

「
い
ち
じ
く
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
パ
イ
パ
ル

フ
ェ
」（
３
面
）
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